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裁かれるべきは最高裁 

６００名超で怒りの抗議行動 
2 月 27 日、600 名超の抗議の声が最高裁を包みました。ＪＡＬ不当解雇撤回裁判でまともな審理もせず上告棄却・上告不

受理の決定。最高裁の暴挙は許さない！ 裁かれるべきは裁判所！と糾弾するとともに、不当決定に屈することなく不当解雇

撤回・全員の職場復帰まで闘うとの強い意志を示しました。 

 

 

最高裁の不当決定は世界に通用しない 
冒頭、主催者を代表してあいさつした国民支援共闘

の共同代表、糸谷全

国港湾委員長は、「最

高裁の不当決定は結

論ありき、短期間で

上告を門前払いし

た」「ILO（国際労働

機関）は職場復帰に

向けた協議を勧告、

ITF（国際運輸労連）

や IFALPA（国際定

期操縦士協会）も高裁判決を批判し不当解雇闘争の支

援をしてきた。不当決定は世界に通用しない」と述べ、

「最高裁は司法の良心を投げ捨てた」と不当決定を糾弾

しました。 

全員の職場復帰まで私たちはともに闘う 
連帯のあいさつには、国労の小池さん、名古屋から

駆けつけた「JAL愛知の会」谷藤さん、婦団連の柴田

さんの 3氏が立ち、最高裁の不当決定に抗議するとと

もに、不当解雇撤回・全員の職場復帰まで「原告団の

みなさんとともに闘う」と決意を述べました。 
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裁判所前を埋める参加者。西門前の通りでは、道をはさんで向かい側にも参加者が並びました（西門より南門方向を撮影） 

 

青山通りに並ぶ参加者（三宅坂交差点より撮影） 

挨拶する糸谷全国港湾委員長 

http://www.jalkaikotekkai.com/


リレートーク 参加者が次々とマイクを手に 
 参加者によるリレートークでは、多くの方がマイク

を手にし、最高裁の暴挙に抗議するとともに、労働者

の権利や働く女性の権利、人権の擁護、安倍政権の雇

用破壊政策との関係、航空の安全確保等、様々な視点

から、最高裁の決定を糾弾しともに闘う決意が述べら

れました 

 

この決定は司法の汚点！ 人権を守れ！ 
参加者の列は、最高裁の西門から南門、そして青山

通り沿って三宅坂交差点までの約500メートルを埋め

ました（皇居側の内堀通りについては、警察の要請で

もあり並ぶのを中止しました。リレートークの間に 3

回、参加者全員が最高裁に向かってシュプレヒコール。 

 

最高裁は憲法を守れ！ 

最高裁は人権を守れ! 

この決定は司法の汚点だ！ 

   この決定は世界の笑いものだ！ 

我々は職場に戻るぞ！ 

 解雇撤回まで闘うぞ！ 

怒りのシュプレヒコールが最高裁を包みました。 

 

職場に戻る!! その決意をさらに強くした 
原告団を代

表して決意表

明に立った客

乗原告団長の

内田さんは、

「私たち原告

は、闘いを始

めた時から不

当解雇を撤回

し職場復帰を

勝ち取ること

を目指してき

た。その決意

は今も変わらないし、今日の抗議行動でさらその思い

を強くした。不当解雇撤回と職場復帰めざし、最後ま

で闘う」と決意を表明しました。 

許せぬ！人権より企業優先の決定 

解雇撤回・職場復帰に一層の支援を 
抗議行動の終了にあたり、

国民支援共闘を代表しあい

さつに立った共同代表の全

労連小田川議長は、「決定ま

でのわずか 3～4 ヵ月とい

う期間の短さは、『実質的な

審理抜きの決定』という疑

いを持たせるに十分足りる

期間」「労働者が人間らしく働く権利よりも企業を優先

した司法への怒りを、最高裁は受け止めるべきだ」と

抗議し、不当解雇撤回、そして職場復帰に向けた闘い

への一層の支援を訴えました。 

 

さぁ～ がんばるぞ! たたかいは今から!! 

抗議行動のフィナーレ。乗員原告の小宮さんの発声

で団結ガンバロウ！を三唱、そして千葉のうたごえの

みなさんの演奏とリードで「がんばろう」を合唱。不

当解雇撤回と165名全員の職場復帰をめざし闘う決意

を固め合いました。 

 

最高裁に向かってシュプレヒコール（南門付近） 

 

横断幕を掲げる原告団のみなさんと、 

決意表明をする内田客乗原告団長 

挨拶する小田川全労連議長 


